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＜連絡事項＞

・先月下旬頃に、全スタッフ対象として行った「食生活実態調査」が無事終了して

います。現在、調査票集計段階へ入っております。今回得られたデータを取りま
とめ、11/3の医療福祉学会にて、報告する予定となっています。

・10/16（金）西Ｂユニットより古川富蔵様が北病棟へ転棟予定となっています。

＜患者様連絡事項＞

・田名部　浩平様～本日朝食後、病棟より離院する事あります。スタッフ3名で捜索し、10：25さくら病院付近を歩いている所を発見し、10：30スタッフ付き添いで帰院しています。離院した理由については、「足を鍛えようと思って…職員がいいって話したから。」と話しています。主治医へ報告し、診察にて東Ｂユニットへ移棟となる事説明受け、拒否なく了承しています。

　　　　　　　　　小遣いの残金（6042円）あり、医事チームへ預けています。

　　　　　　　　　閉鎖病棟への移棟に伴い、洗濯の件について確認し、業者洗濯となっています。

・駒木　洋士様～本日、退院前訪問指導を実施しています。帰院後、気分変動する事も考えられますので、精神症状、疲労感の有無の観察を行うようにしていきましょう。

・伊藤　雄一様～右足が痛いと訴えあり、やや腫脹見られています。引き続き様子観察し主治医へ情報提供していきましょう。

　　　　　　　　10/22（金）血液検査のオーダーを主治医より忘れずにもらうようにして下さい。10/29（金）の診察の際に、主治医がチェックできるよう準備お願いします。

・小坂　君子様～10/15（金）料理教室の予定となっていますが、拒否的な発言聞かれています。本人の意思を確認し参加出来る様促していきましょう。

・大上　なみ様～本日婦人科診察しています。出血なく、ピオクタニン消毒とボラザＧ軟膏塗布、フランセチンパウダーの処置を継続していくよう指示あります。

・板橋　雅勝様～10：30スタッフ付き添いにて炊事練習を兼ねて外出されています。

　　　　　　　　献立はその場で決められ、ご飯を炊き、みそ汁と焼き魚（鮭）と

　　　　　　　　菊の花のお浸しを作られています。包丁捌き等は、スムーズに行っています。母様の体調については、背骨の疼痛増強した為、明日市民病院へ受診されるとの事です。

＜皮膚科診察＞

・三上　勇様～顎に急性湿疹あり、デルモゾールＧ軟膏1回/日塗布の指示ありま

　　　　　　　　す。皮膚状態の観察を行っていきましょう。

・日向端　庸男様～両下肢の掻痒感持続している事から、タベジール2Ｔ2×朝・夕７日分10/15夕～臨時処方となっています。引き続き、皮膚状態の観察行っていきましょう。

・飯豊　信雄様～皮膚状態改善見られない事から、ケルガー1Ｔ1×朝10/15の朝から臨時処方となっています。引き続き、皮膚状態観察していきましょう。

＜安ヶ平Ｄｒ診察状況＞

・上村　みわ様～診察拒否しており、最近の様子について情報提供しています。

・滝田　英人様～右頬の腫脹について情報提供していますが、本人診察時「痛くない。大丈夫みたいだ。痛み止めも要らない。」と話しています。

・宮　陽子様～10/16（土）9：00～10/19（火）17：00まで外泊希望あり、主治医より許可となっています。

・坂本　秀男様～血圧が安定してきているので様子を見て行くよう指示あります。また、体重を少し減らす様説明受けています。

＜勉強会＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当：廣瀬ＣＷ

<「スタッフに役立つソーシャルスキル」>
◎ソーシャルスキル（社会技能）とは？？

⇒ソーシャルスキル（社会技能）とは、社会の中で普通に他人と交わり、共に生活していくために必要な能力。心理社会的な能力、ライフスキルといった言い方もする。
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WHOの定義】
◎ＷＨＯでは、社会技能を「日常生活の中で出会う様々な問題や課題に、自分で、創造的でしかも効果ある対処のできる能力」と定義している。

それには次のような能力が含まれる。
・意思決定 

・問題解決能力 

・創造力豊かな思考 

・クリティカルに考えていく力 

・効果的なコミュニケーション 

・対人関係スキル - 自己開示、質問する能力、聴くこと 

・自己意識 

・共感性 

・情動への対処 

・ストレスへの対処 

・社会技能を発揮する結果 

◎社会技能を発揮する結果として、以下のような能力を持つと判断される。
・その場の雰囲気が分かる。 

・自分の発した言動を相手がどのように受け取るか想像出来る。 

・自分の考えを、上手に相手に伝える事が出来る。 

◎ソーシャルスキルの５要素

「ソーシャルスキル」は人づき合いの問題を「技術論」で解決しようという点に大きな特徴があります。

・自分の思考と感情の伝達

・人間関係の知識

・相手の思考と感情の理解

・認知と感情の調整

・葛藤解決の方法

相手に伝えたいときに主に使われる方法に、言語と非言語の２通りがあります。言葉と言葉以外のものを用いて自分の思いと感情を相手に伝える。相手も同じようにそれを伝えてくるから、それを受け止めて…ということで繰り返しやり取りをしていくことになります。

そのやり取りの細やかなプロセスを考えてみましょう。

まず、相手の反応を読み解いて、相手が自分に向かって一体、何をしようとしているのかを理解しなければいけません。そして、自分は相手に対してこうしようと意思決定をします。意志決定をすると、それに伴って感情が生じます。

例：遅刻した人が目の前にいたとします。遅刻した人が「すみません」と謝りました。それを見て「あ、この人は誤っているな」と分かる。その目の前の人に対して「どうしようか」という目標を決めます。例えば、「謝っているけど、許さないぞ」とか「叱ってやろう」とか、あるいは「許してあげよう」とか。その目標に従って実際にどんな行動を取るのか、どういう言葉を使うのか、どういう表情をするのか、などの意思決定を行います。このような意思決定を行うと、感情が生じます。例えば、「叱ろうと思ったけど、本当にうまく叱れるだろうか。叱ろうとしている自分の方が緊張しちゃうな」などの感情が生じてきます。その感情を上手く調整しつつ、実際に「遅刻してだめじゃないか」というようなことを声に出して言ったり、表情を変えたりして、対人反応を実行します。そうすると相手と何か相互作用が起こって、相手がまた何かしてきますから、それを読み解いて、ということをやる。これが繰り返していくと想定されます。このとき例えば「ごめんなさい」とは「謝罪の意味なんだな」ととらえたり、「遅刻したから誤ってるんだな」と受け止めるという具合に、人間関係に関する知識も必要です。また、自分の知識や感情を調整する力も必要です。さらに、自分の「思い」や感情を相手に伝える力も必要です。

◎人間関係の中で必ず起こるのがトラブルや、葛藤の問題です。

⇒自分の思いと相手の思いがぶつかり合うことがありますが、それをどのように解決するかもソーシャルスキルの大きな要素になります。

◎「自分の思考や感情の伝え方」の上手い下手や適切性など。

「効果性」と「適切性」

効果性…伝えようとしたことが本当に上手く伝わっているかどうか。

適切性…例えば、相手が持っているものを自分が手に入れたいときに、その目的からすると、脅し方が確実に目的が達成されるかも知れません。「効果性」だけでいえば、その方が効果的かもしれないが、「適切性」という観点からいえば、不適切ということになります。
◎非言語と言語の区別

⇒言語コミュニケーションとは「言葉」を使ったコミュニケーションの全てを対象とするのであって、必ずしも音声を伴っている必要がない。

例えば：書記言語である手話や筆談を用いたコミュニケーションも言語コミュニケーションなのである。反対に、手話や筆談の場合でも、「手話がたどたどしいことから相手へ持った印象」や「字が汚い・丁寧なことからくるイメージ」などは、非言語のメッセージである。普通の言葉を使った会話であっても、それが発せられる口調や強さ、声の高さ、発するときの表情によって伝わる内容は異なる可能性があり、それらは非言語コミュニケ－ションの一部である。
































































